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【はじめに】3次元光回路は従来の 2次元光回路と比較して、より高密度な回路構成が可能とな

り機能性や集積規模が拡張されると期待されている。我々は、これまでにスイッチング可能なポ

リマー3次元光スイッチの提案を行い、作製に成功した[1]。今回更なる多機能化を求めて、ポリ

マー3次元光スイッチの多ポート化について提案し、特性について解析を行ったので報告する。 

【横方向の拡張】同一基板上でより多くのルーティングを可能とする横方向の拡張として図 1に

示す 4×4ポリマー3次元光スイッチを提案する。これはこれまでに研究してきたMZI型の 2×2

ポリマー光スイッチ[2]を縦方向性結合器と MMI導波路を用いて 4つ組み合わせたものである。

本素子の導波路幅・厚さは単一モード、偏光無依存性の点から 2.5μmであり、このときの縦方向

性結合器の導波路間隔は、多層構造の作製プロセスにおける表面形状平坦化と導波路間の光結合

との点から 1μmとなるよう設定した。全素子長は約 2.4mmである。クロストークは OFF状態の

時-44dB、ON 状態の時-47dB であり低クロストーク動作を解析上実現した。 

【縦方向の拡張】続いてより多層間での接続を可能とする縦方向の拡張として、図 2に示す縦方

向の 3層のスイッチングを実現する 3×3ポリマー3次元光スイッチを提案する。導波路幅、縦方

向の導波路間隔は上記の 4×4ポリマー3次元光 7スイッチと同様であり、全素子長は約 1.1mmで

ある。解析からクロストークは OFF状態のとき-26.5dB、ON状態のとき-27.6dB である。また本

素子は偏光無依存で動作することが期待される。 

 

 

 

 

 

図 1. 4×4ポリマー3次元光スイッチの構造図   図 2. 3×3 ポリマー3次元光スイッチの構造図 
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